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地域の伝統芸能「永田田楽」
について学びました。

口和小学校

地域の方に教わりながらプ
ランターへ花の苗を植えま
した。

地域の宝探しでお茶になる葉を採集しオリジナルブレンド「田
森茶」を作りました。それをマリーゴールドを一緒に植えてく
ださった粟田地区の方たちへお礼として贈呈しました。

高野保育所

田森保育所

地域の方を講師に招き田植
えを体験しました。

比和小学校

地域の方に教わりながらト
ウモロコシを栽培、収穫し
ました。

総領小学校

地域の方を招待し夕涼み会
で盆踊りを一緒に踊りました。

聖慈保育所

小学校、こども園、地区芸
能保存会、保護者会が合同
で田植えを行いました。

小奴可小学校

　地域で新しく地域づくりや支えあいの仕組みづくりを進める団体の活動を応援していま
す。今年度は、３団体に対し「赤い羽根募金配分金」（１件につき上限 50,000 円）の助成
を決定しました。

大佐村を伝承する会【西城地域】

　世代を問わず住み慣れた地域で、近所同士のつながりを身
近に感じながら支え合える、地域共生社会を作っていきたい
です。８月には夕涼み会を開催し、高齢者から子どもまで一
堂に会し楽しみました。また、大佐村天戸神社大祭に向け、
高齢者と若い世代、子どもたちみんなでしめ縄づくりを行い、
次世代へと伝統を引き継ぐ活動を進めます。

池坊の講師を招き、生け花
を学び文化祭で作品を皆さ
んへ披露しました。

東城中学校
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令和７年度　事業報告 　未来を担う子どもたちが、地域の一員として地域のこ
とを学び、理解と関心を深めることで、地域への愛着や
誇りを育んでいます。今年度も地域の方の協力を得て、
地域ならではの活動や日本の伝統文化など、多様な学び
を通して交流を深めました。また、活動を通じて子ども
たちのことを地域の皆さんに知っていただく機会にもつ

ながりました。これからも子どもたちと地域がつながる応援をしていきます。本事業では、「赤
い羽根共同募金配分金」（１件につき上限 30,000円）を助成しています。

「九日市」の由来や本町通
り近辺の歴史を地域の方か
ら教えていただきました。

庄原小学校

サツマイモの栽培を通し
て、育てる喜びを感じると
ともに、命を育む優しい心
を学びました。

西城保育所

１・２年生が住民とお花のプ
ランターを作り、おひとり暮
らしの高齢者へ届けました。

高小学校

お祭りで特産品のねぎを販
売し、地域の方とふれあい
ながら地域の食を学びまし
た。

西城小学校

５年生がフォレストワーカー
さんの指導のもと、美湯の
森で伐倒体験をしました。

永末小学校

高齢者へのプレゼント配り
は緊張しましたが、相手へ
の思いやりや気遣いを学び
ました。

西城紫水高等学校

令和７年度　事業報告

みんなの食堂【庄原地域】

　コロナ禍を経て、子どもたちから高齢者まで地域の皆さん
の居場所や交流の場を作りたいとの思いから、お米や野菜を
持ち寄り、月１回、庄原市保健センターでカレーライスを
１００円で提供しています。誰もが、おなか一杯食事をとっ
て、毎日を笑顔で健康に過ごしてもらえるようこれからも頑
張ります。
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公共料金の支払いや生活費のことが
自分一人では難しいと感じるよう
になった

大事なものをどこに片づけたのか
忘れやすくなり不安に思う

身寄りもなく一人なので、入院や入所の
手続きをどうすれば良いか不安

　行政や福祉サービス事業所から届いた大切な郵
便物。どのように書いたり、手続きをすればいい
のか分からない・・・。そんな不安を持つ方へ、
地域の「生活支援員」さんと安心して暮らせるよ
うお手伝いします。

※お手伝い 1,500 円 / 回、預り物 2,000 円 / 月
　が必要になります。

　庄原市社協職員と相談しながら
支援内容を確認します。
　生活支援員も同じ地域に暮らす
住民だからこそ、安心して困りご
とやお金の相談ができます。

　認知症や障害などで、物事を適切に決めることが難しくなった場合に、本人の思いを大切にし
ながら、財産や生活についての重要なことを決める人（成年後見人等）を家庭裁判所が選び、ご
本人に不利益にならないように守ります。

　障害や加齢により、ものごとを適切に判断することが難しくなった場合に、他
者から人権や財産を侵されることなく、尊厳を持って生活ができるよう、一緒に
考え自分で決めることをお手伝いしています。

◆かけはし（福祉サービス利用援助事業）

◆成年後見制度

　●各種サービスの利用や支払い手続きを
　　行います。

　●一緒に必要な生活費を考え、お金の
　　出し入れや、各種支払いをします。

　●「通帳」や「印鑑」などをお預かりし、
　　社協の金庫や銀行の貸金庫で大切に
　　保管します。

●訪問などにより、利用者の状況に変化がないか見守りをします。
●生活に必要な契約や費用の支払いの手続きを行います。

かけはし、成年後見に関する様々な相談の窓口になっています。
ご家族や周りの方からの相談もお受けします。
お問い合わせは市社協各地域センターへ

かけはし・成年後見制度のご案内
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自立相談支援事業　たんぽぽ（庄原市委託事業）

その悩み、まずは話してみませんか？
　悩み事があっても誰に相談していいか分からないと一人で抱え込んでいませんか？
　あなたの悩みに寄り添い、お話をお聞きし、困っていることを一つずつ整理していきます。何

　庄原市社協では、半年に１回、
ジョイフル２階で

「くらしとしごと相談会」
を実施しています。

から始めればいいか分からなくて
も、これからのきっかけになるよ
う生活や就職についての不安や悩
みをお聞かせください。解決に向
けてどんなことが必要か一緒に考
えていきましょう。

お申し込み
お問い合わせ秘密厳守・相談無料 地域共生推進課　　℡ 0824-72-7120

または各地域センター

フードバンク事業は、今ある食べ物を大切にし必要な人に届けることで、

「もったいない」を「ありがとう」に変える活動です。

　社会の諸情勢により、十分な食料を確保できない人が増えています。ご家庭で消費できない
食料などありましたら、どうぞフードバンクにご寄付くださいませんか？

ご提供いただきたい食料
●お歳暮・お中元などで食べきれない食材
●非常食の缶詰やレトルト食品、米などで
　賞味期限がおおむね２か月以上あるもの

フードバンク
の仕組み

個人・団体・企業など

庄原市社協

食生活にお困りの方

提供を受けた件数 提供した件数

Ｒ５年度 ８０件 １８９件

Ｒ６年度 ８７件 １３２件

Ｒ７年度※ ４５件 ４９件

 ※Ｒ７年度は９月末時点の件数を記載しております。

まだまだ募集しています。どうぞ皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
また、お近くで生活にお困りの方がいらっしゃいましたら、どうぞ庄原市社協へのご相談を
お勧めください。

「くらしとしごと相談会」の様子
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西 城

口 和

料理はもちろん！だけど…楽しい会話が主役！【八鉾男性料理教室】

祝　カナリヤの会　１５０回記念

　13年前、「男性が一人になっても食に困らないように」との思いから、八鉾自治
振興区の生涯学習のひとつとして計画。しかし、当初回覧で参加者を募ったところ、
希望者はたったの一人。開催も危ぶまれましたが、講師の織田さんの「参加したい

　2019 年に口和郷土資料館での「大勢で懐かしい歌を歌う会」をきっかけに活動
をスタートした「カナリヤの会」は、2025 年８月に 150 回目を迎えました。忘
れ去られようとしている歌を皆で思い出したいという思いから、この名前が付けら

れました。
　歌好きな仲間が 20名以上集まり、古川由紀氏によるアコーディオンの伴奏にあわせて、童謡・
唱歌・懐かしい歌謡曲を皆で歌う時間を楽しんでいます。休憩時間には年齢に関わらず色んな話
に花が咲き、時には資料館に訪れた来客の方も飛び入りで参加されるなど皆が気軽に集まれる場
所になっています。
　懐かしい歌に合わせて大声で歌い、帰る時には気持ちもスッキリ。歌声と笑い声がいつまでも
響き渡るカナリヤの会に皆さんも参加してみませんか？

活動日時：
11月 27日（木）13:30 ～
12月 18日（木）13:30 ～
※１・２月は休み
場所：口和郷土資料館

人がいるなら、私と二人でも始めようや！」という強い一言によって、この教室は始まりました。
　明るくはぎれの良さから「パンチがきいとる」と慕われる織田さんの人柄もあり、その後は地
域での声掛けや口コミで仲間が徐々に増え、現在は８名で和気あいあいと活動しています。
　「たまには家で作るよ。簡単なレシピだし」という人もあれば、「するわけないじゃない。みん
な集まってここでワイワイ言いながら作るのが楽しいんよ」という人も。「楽しいけぇのこの教
室は。一度入ったら抜けられんで」楽しみ方はいろいろです。
　気心の知れた男性ばかりだからか、リラックスした様子で
調理が進みます。ここでは、料理を教わるだけでなく、昔の
思い出話に花を咲かせたり、地域での出来事を話し合ったり
と、会話が尽きることはありません。たとえ一人暮らしにな
っても、ここに来れば温かい仲間と食卓を囲み、心から笑い
合える。この教室は、日々の暮らしに安心感と楽しさを与え
てくれる、かけがえのない場所となっているようです。
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瞳輝く園児さんとの交流を通して【庄原地区更生保護女性会】

　犯罪のない明るい社会を目指し、地区のために活動を続けている「庄原地区更
生保護女性会」。庄原市保護司会と協力しながら、現在 33名の会員が活動され
ています。

　昭和 39年に全国組織が作られて以来、地域に根ざした独自の活動を 60年続けてこられ
ました。主な活動は、子どもたちとの交流や声かけを通じた犯罪の未然防止の呼びかけや、
県内の更生保護施設へのお米や野菜を届ける支援など多岐にわたります。特に、コロナ禍で
中断していた保育所訪問を令和６年から再開し、子どもたちとの交流を大切にされています。
　訪問先の保育所では、子どもたちが優しい心を
育む内容の紙芝居を披露し、園児たちと楽しいひ
と時を過ごしています。「目をキラキラさせなが
ら素直な感想を話してくれる園児たちから元気を
もらっています」と笑顔で話してくださいました。
昨年より６つの保育所を訪問されたとのことです。
　子どもたちの未来を温かく見守るその献身的な
活動は、地域にとってかけがえのない大切な財産
となっています。

総 領

ピンクリボンの“ 輪” を広げよう♬

　乳がんの早期発見・早期治療の大切さを伝える「ピンクリボン運動」。
　総領町の有志によるピンクリボン実行委員会は、立ち上げから 9年目を迎えま
した。今年度より一層地域への啓発に力をいれていきたいということで、庄原市社

協総領地域センターにも声がかかり、メンバーに仲間入
りしました。
　10月の『ピンクリボン月間』には、庄原市総領支所
でのライトアップ活動をはじめ、保育所や小中学校、金
融機関などに啓発用マグネットを設置しました。このマ
グネットは、実行委員が心を込めて 100 個すべて手作
りしたものです。
　また、ピンクリボン運動を通して乳がん検診の大切さ
を広め、幅広い世代の方に乳がんについて知り、定期的
な検診を受けていただくことが私たちの願いです。私た
ちは、早期発見・早期診断・早期治療を進め、住民の皆
さんが健康に笑顔で過ごせる地域を目指し、啓発してい
きます。

活
動
紹
介
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　ＮＰＯ法人リョービ社会貢献基金庄原カントリークラブ
様より、歩行車３台を庄原市社協へ寄贈いただきました。
　大切に活用させていただくとともに、これからも地域福
祉・在宅福祉の向上に努めていきます。ありがとうござい
ました。

ＮＰＯ法人リョービ社会貢献基金

12月 17日（水）・1月 21日（水） 12月 26日（金）・1月 16日（金）

＊ひきこもり、不登校に関する個別相談会のご案内 ＊
（ご予約は、ＬＩＮＥ・メール・電話にて受け付けております）

12 月 24 日（水）・1 月 28 日（水）
13:00 ～ 16:00　１件 50 分 ＬＩＮＥ公式

アカウント

coco.sapo.shakyo@gmail.com

080-8912-2299
相談専用携帯

相談専用メール

左記の日程以外にも、随時相談を受け
付けています。

専門相談員による相談会 予約制
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（8月21日～10月20日受付分）
令和７年11月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただきました。ここに、ご芳名を報告させていただ
きますとともに、心よりお礼申し上げます。寄付者ご本人の承諾のもと、氏名等を掲
載しております。（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税・市民税の寄付金控除の対象となります。

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴
重な財源として活用しています。今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。
（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

母

母

母

夫

母

岡原サダコ

山田シゲ子

谷口フジヱ

平岡　松嘉

田原ミチ子

比和

比和

比和

三河内

三河内

岡原　恭昭

山田　義治

谷口　雅郎

平岡加寿子

田原　義高

母

母

父

母

糸原智磨子

池田ヨシコ

藤丸　弘

井上美智枝

下湯川

新市

新市

新市

糸原　貞実

池田　幸夫

藤丸　高良

井上智加子

母

父

祖母

母

夫

母

母

父

父

母

母

母

父

父

母

妻

青木　妙子

清原　高見

田淵　花枝

黒田　安子

梶田　和紀

永田　幸枝

吉森トミコ

湯谷　正雄

末國　眞教

奥井　美時

田森スヱノ

堀内　京子

槇元　治

横谷　虎男

中島千代香

是行まゆみ

東本町

東本町

中本町

中本町

西本町

本村町

春田町

板橋町

板橋町

是松町

高門町

三日市町

上原町

上原町

尾引町

川北町

青木　育美

清原　正明

田淵　史朗

黒田　高士

梶田　昭枝

永田　美里

吉森　徳美

湯谷　秀樹

末國　真登

奥井ミスエ

田森　治秋

堀内　秀明

槇元　伶

横谷　逸実

中島　正昭

是行　康孝

母

母

父

片岡　伴江

錦郡　敏子

藤澤　光弘

川東

小串

受原

片岡　邦彦

錦郡　元治

和田　明子

母

義妹

母

槇原　光子

本山　幸子

黒谷　藤江

永田

向泉

大月

槇原まち子

本山　良人

黒谷　武晴

匿名希望

香典返しにかえて

母

兄

妻

夫

妻

兄

夫

父

母

三浦　實

長舩　明德

樋口　令子

新井　宗人

仙田加能子

横路　敏昭

荻原　武夫

戸田　静馬

岡田　渓子

西城

大佐

大佐

中野

中野

中野

入江

入江

小鳥原

木村　康恵

長舩マサ子

樋口　研二

新井　壽美

仙田　晴英

髙瀬　綾子

荻原　文子

戸田　早苗

岡田　正尊

夫 髙尾　百二 粟田 髙尾　智子

匿名希望

繁内　敏子

清永　隆浩

上田　正之

𠮷中　繁男

横山　镸子

高北地区民生委員児童委員協議会

匿名希望

匿名希望

“ひとりぼっち”をつくらない
つながる応援隊

内堀 柳生　利明

永田

口和

桒田　哲彦

口和ゴルフ同好会

玉串料返しにかえて

西本町

新庄町

莵原　隆行

奥　隆明

比和

三河内

岩倉由美子
平岡　松嘉

永田 上田　香

見舞い返しにかえて

一般寄付
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山菜も笑顔も地域に届ける

比 和

比和地域センター
地域福祉コーディネーター　　　熊本 妃都美

細田　絹子さん

取材中、身の回りの方
への「感謝」の気持ち
をとても多く語られて
いました。私も「感謝
の気持ち」をいつも忘
れず地域の皆さんとと
もに福祉活動に奔走し
たいと思います！

　61 年前、出雲から比和へ嫁いで来られた
細田絹子さんを紹介します。
　細田さんは畑で野菜やお花を育てたり山菜
採りや漬物、絵画、ヨガ、カラオケなど多彩
な趣味を持ち、老人会やサロン活動、ボラン
ティア活動にも精力的に参加されています。
春になると山菜を採りに山へ通うのが恒例。
「山に入るまでは足が痛いけど山菜を見ると
足の痛みは消えるんよ」と笑顔で話されます。
収穫した山菜は１年を通していつでも誰でも
春の食材を楽しむことができるようにと、手
間を惜しまず塩漬けにします。美味しいもの
をみんなに届けたいという細田さんの気持ち
が伝わります。

　高齢者とのつながりづくりのための「いろ
葉弁当」作りにも、ボランティア活動されて
います。お弁当にはいつも細田さんが採られ
た山菜の煮しめが入っており地域の方はとて
も楽しみにしておられます。いつもスムーズ
に物事が運ぶように、またみんなが楽しくで
きるように声を掛け、よい雰囲気づくりをし
てくださるなくてはならない存在です。
　「82歳を迎えるけどこの年齢になってもボ
ランティア活動できることを嬉しく思う、本
当にありがたい。皆がおってくれるけぇ私も
元気でおれる。本当に感謝しとるよ。これか
らもできる限り続けて行きたい！」とお話し
くださいました。

広大な土地の畑と花壇を管理されていて、いつ訪問
してもご自宅の前は色とりどりの花が咲き誇り、と
ても綺麗です。


